
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名       富加町立富加小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２９日（土） １１月１５日（土）・１６日（日） 

実 施 概 要 

 

●家族参観日 

・祖父母を中心とした参観日 

・祖父母との交流 

●富加町民まつり 

・全校児童の絵画・書写作品展示 

・５年生 餅つき・餅まき体験 

実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   □レ文化   □レ産業   □レその他  

公開の方法 

 □レ授業公開 □レ成果発表 □レ交流活動 □講演会等 

 □レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 １８０ 人  

 計   ３８０ 人  
地域関係者 ２００ 人  

 

実 施 状 況 

 

●家族参観日 

 ・普段の授業の様子を祖父母に参観していただく 

 ・祖父母と共に活動する場面を取り入れた授業を展開する 

●富加町民まつり 

（１）児童の作品を通した交流 

・児童の絵画、書写等の作品をタウンホールとみかに展示 

・保育園や,中学校、各種団体の作品を鑑賞 

（２）５年生の総合的な学習の時間「稲作体験」のまとめの活動 

・地元の愛農会とＪＡの支援で，５年生と４年生が稲作を体験 

・収穫した餅米を使った餅つき、餅まきを５年生が体験 

 

成果及び課題 

 

（１）家族参観日 

 ・どの学年も、生活科や総合的な学習の１年間のまとめ発表会を位置付け

て、祖父母や保護者に発表を行った。また、祖父母との交流の時間など

を設け、祖父母も楽しんで参観していただくことができた。 

（２）作品を通した交流 

・各学年の書写、絵画作品や、６年宮城研修の際に作成した「宮城パンフ

レット」を、富加小コーナーに掲示し、子どもの作品を通して学校への

理解を深めていただくことができた。また、地域の方々の作品を鑑賞す

ることで、互いに交流を図ることができた。 

（３）富加町の産業やそれに関わる人々への理解と愛着 

・餅つき体験をさせていただいた５年生は、「自分たちで田植え、稲刈り

した餅米が、おいしいお餅になって嬉しかった」「ＪＡ、愛農会の方々

にいろいろ教えて下さって嬉しかった」等の感想と共にお礼の手紙を書

き、愛農会やＪＡの方々との交流を深めることができた。 

・稲作体験から餅つきまでの活動を通し、富加町の産業やそれに関わる人

々への理解と愛着を深めることができるよう、今後もぜひ継続していき

たい。 



 


